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一人でも多くの人が、その人らしく 



会社概要 

会社名：株式会社ライフデザイン・フローラ 

資本金：1450万円 

設立日：2012年9月3日 

代表者：前田智之 趣味は、人や組織の出会いを提供する事、アメリカンフットボール、
お酒を飲みながら将来を語り合う事、 

経営理念：「一人でも多くの人が、その人らしく」 

事業方針： 

 福祉の理念と、資本主義の理念を両立させ、高潔な心を持って事業を推進する 

 超高齢者社会が進む日本において、在宅介護を中心にサービスを提供する 

 地域やパートナーとの連携を推進する 

 雇用を促進し、人材の育成を強化する 

 海外展開を行い、現地貢献と日本への還元を行う 
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Innovative Healthcare Company From Japan 



フローラの拠店 

–   フローラ用賀 訪問介護、居宅介護支援、障害者支援 

〒158-0095 世田谷区瀬田2-23-11 ビスタリアハイツ101 

ＴＥＬ：03-6411-7492 ＦＡＸ：03-6411-7493 

–   フローラ千歳船橋 訪問介護、障害者支援 

〒156-0055 世田谷区船橋1-30-11 パルデンス西村103 

ＴＥＬ：03-6432-6725 ＦＡＸ：03-6432-6726 

–   フローラ千歳烏山 訪問介護 障害支援（10月開業） 

157-0062 世田谷区南烏山6-38-10 ピュアエリートマンション202 

–   ㈱ライフデザイン・フローラ 

– フローラ・ホーム・サポート コンサルティングサービス 

〒158-0095 世田谷区瀬田2-23-11 ビスタリアハイツ101 

ＴＥＬ：03-6411-7492 ＦＡＸ：03-6411-7493 

Ｅ-Ｍａｉｌ：info@ld-flora.co.jp  ＨＰ：http://www.ld-flora.co.jp 
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CONFIDENTIAL 

医療・介護の現況と見通し 
 お 金 の 問 題 



日本の財政状況 

こうした中で、既存の社会保障の安定財源
を確保するとともに、社会保障の機能強化を
図るためには、税や社会保険料の負担増は
避けられないが、こうした負担について国民
の納得を得るとともに、持続可能な社会保
障を構築していくためには、同様の政策目
的を最小の費用で実施するという観点から、
徹底した給付の重点化・効率化が求められ
る。  

＊第２０回 社会保障制度改革国民会議
議事次第 
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GDP約450兆円 

税収約 50兆円（H26年度予算） 
社会保障費約100兆円 

公債約1,000兆円 

債務残高の国際比較（対ＧＤＰ比）  財務省HPより 
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厚労省 社会保障に係る費用の将来推計について 
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キュア（Cure)からケア（Care)へ、医療から介護へ 

施設、病院から在宅へ 



これまでの医療 
        （1970年代モデル） 

 これからの医療 
（2025年モデル） 

 体を治す医療  生活を支える医療 

 病院完結型  地域完結型 

 入院医療  在宅医療 

 救命、延命、治療  病気（合併症）と共存 

 社会復帰  ＱＯＬ（生活の質）、ＱＯＤ 

 寿命 60歳代  寿命 80歳代 



看取り場所の推移 



日本の死亡場所はこのままでよいのか 



「我を問う」時代での在宅介護モデルの確立 
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生死の哲学 
生老病死をどう考えるか 

在宅サービス 
モデルの確立 

高度経済成長期 

集団意識強い 
個人意識低い 
家族介護力強い 

成熟社会 

集団意識弱い 
個人意識強い 
家族介護力弱い 

介護保険の理念 フローラの理念 障害者総合支援法の理念 

尊厳と自立支援 
利用者の望みの実現 

一人でも多くの人が 
その人らしく 

個人としての尊重 
社会参加 

共生社会の実現 



全人的に考える 

不可視 思考 心 

可視 身体 器官 

自己 
意識 

（自我） 
無意識 

はげます→ ささえる → よりそう 

からだ（苦しくない） こころ（安心） たましい（平安） 
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在宅ホスピス 

– 看取りは「点」ではない 

– 看取り介護は特別なものではなく、日常の延長 

 

 

 

在宅介護の
開始 

日常ケア 

信頼関係の構築 

自立支援 

生活サポート 

最適な介護計画 

看取り介護の
導入 

医師の診断 

本人、家族の説明と意思確認 

カンファレンス開催 

介護計画作成 

看取り介護の
実践 

時間をかけた手厚いケア 

精神的支援 

医師・看護師・医療機関との連携 

看取りの際の
取り組み 

死亡直前の対応 

死亡時、死後の対応 

グリーフケア 

 

振り返り 

職員の振り返り 



CONFIDENTIAL 

医療・介護の現況と見通し 
 人 の 問 題 
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人材不足 

２０２５年までに１００万人の介護従事者の増加が必要 

 

施設 

安定 安心 

きつい 飽きる 

 

在宅 

やりがい 飽きない 

不安定 不安 
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介護は人材不足が深刻な問題 

介護での、IT人材の採用・育成 

介護との、IT会社、IT人材との協業 

介護への、他業界からの参入 

介護から、他業界への離脱防止 

 

日本が、外国人を受入れる 
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介護＆エンジニア人材 
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CONFIDENTIAL 

アライアンスの取組み 
モノ・サービスの問題 
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アライアンスと地域包括支援システムとの関連性 
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多種多様なサービス 
の提供 

多種多様なサービスをアライアンスにより、育成する事により、自助、互助を充実させ、共助の負担を軽減させてい
く。共助と自社互助のサービスの連携促進による付加価値の向上 

共助 

自助 互助 

各保険指定 
サービスの提供 



想定パートナー 

 
 
 

在宅アライアンス  

  

社会保障給付対象 社会保障給付対象外 

生
活
ラ
イ
ン 

専
門
ラ
イ
ン 

・訪問介護 

・居宅介護支援 

・デイサービス 

・施設介護 

・福祉用具 

 

・見守り電話 

・見守り器具 

・訪問シーツ交換 

・家事代行 

・宅配弁当 

・介護食 

・レクリエーション 

 ・在宅医療 

・訪問看護 

・訪問薬剤 

・訪問栄養 

・訪問歯科 

・民間保険 

・成年後見人 

・相続 

・リバースモーゲージ 

・遺品整理 

・葬儀 

 



同業アライアンス 異業種アライアンス 

– 地域同業アライアンス 
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– 異業種アライアンス 



フローラ・ホーム・サポート メニュー 

– 宅配弁当：出汁と米にこだわり、味に重点を置いた弁当。月１回でも利用可能 

– 定期シーツ届け：一流ホテルの高級素材のシーツ、布団カバー、枕カバーをお届け1回2,300円 

– ベッドクリーン：ベッドマット、ベッドパットのダニやカビとりを強力な除菌で。1回2,500円 

– 布団丸洗い：敷布団、掛布団など１枚3,000円 

– 訪問服薬指導：薬剤師が自宅まで薬を届け、薬の管理や飲みあわせチェック、服薬指導 

– 訪問理容：要介護3以上の人は年間6回までは世田谷区助成の活用で1回1,000円 

– 見守り電話：毎週2回、担当者が電話する。認知症早期発見も可能。最初の3か月は月3000円 

– 家事代行：清掃から、アイロン、靴磨きなどあらゆる家事全般1時間約3,000円 

– 訪問栄養：栄養士が自宅へ訪問して、栄養指導、治療食対応、食事管理などを行う 

– 介護予防ゲーム：高齢者施設などに、簡単操作で楽しくトレーニング 

– 見守り端末：離れて暮らすひとり暮らしの高齢者の様子とお部屋の様子を確認するための見守り端末 

– 訪問歯科：ご自宅での歯科治療や口腔ケア 

– 音声認識人形：季節によって話の内容も変わる、相互会話ができる人形 
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CONFIDENTIAL 

デバイス、アプリ、 
インターネットの 

活用と管理 
情 報 の 問 題 



いつでも、どこでも、だれでも の情報共有と活用 

– 利用者心理 

– 在宅は満足度 

– 施設は安心度 

 

– 提供者心理 

– 在宅は不安 

– 施設は不満 

 

– プライバシーの問題 

– リテラシーの問題 
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独自開発は、コストがあわず、汎用アプリを使っての情報共有が大半 

 



ウェアラブルデバイス 

– 介護とウェアラブルデバイスの親和性は高い 

 

– 課題は多いが、普及する必要性が高い 

 

 

– サービス提供側のニーズも高い 

– ハンズフリーが魅力 

– デバイスの装着性、情報の即時性がポイント 
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